
1

タ

イ

ト

ル

：『

フ

ァ

ニ

ー

た

い

焼

き

ト

ム

16

ナ

ク

チ

ポ

ッ

ク

ン

』

【

オ

ー

プ

ニ

ン

グ

】

（

た

い

焼

き

屋

『

た

い

焼

き

ト

ム

』

の

店

内

。

派

手

な

装

飾

、B
G
M

は

な

ぜ

か

カ

ン

ト

リ

ー

風

。

ト

ム

が

大

袈

裟

な

ポ

ー

ズ

で

登

場

）

ト

ム

「

レ

デ

ィ

ー

ス

エ

ン

ド

ジ

ェ

ン

ト

ル

メ

ン

！

！

今

日

の

ス

ペ

シ

ャ

ル

た

い

焼

き

は

ァ

ァ

ァ

ァ

ァ

！

！

！

」

（

ス

ポ

ッ

ト

ラ

イ

ト

が

当

た

る

。

魚

住

が

ド

ラ

ム

ロ

ー

ル

の

音

マ

ネ

）

ト

ム

「

そ

の

名

も

ォ

ォ

ォ

！

『

ナ

ク

チ

ポ

ッ

ク

ン

た

い

焼

き

』

！

！

！

」

（

布

が

バ

サ

ッ

と

外

さ

れ

る

と

、

金

ピ

カ

の

皿

の

上

に

鎮

座

す

る

『

ナ

ク

チ

ポ

ッ

ク

ン

た

い

焼

き

』

。

湯

気

が

立

ち

、

怪

し

げ

な

光

を

放

つ

赤

い

ソ

ー

ス

が

し

た

た

り

落

ち

る

）
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魚

住

「

お

お

ぉ…
…

ビ

ジ

ュ

ア

ル

強

す

ぎ

ま

せ

ん

？

」

ト

ム

「

見

よ

、

こ

の

妖

艶

な

る

輝

き

！

た

い

焼

き

界

の

革

命

だ

！

！

！

」

魚

住

「

え

っ

と

、

ナ

ク

チ

ポ

ッ

ク

ン

っ

て

タ

コ

炒

め

で

す

よ

ね…
…

た

い

焼

き

に

入

れ

る

も

の

で

は…
…

」

ト

ム

「

ノ

ン

ノ

ン

ノ

ン

！

人

生

に

お

い

て

最

も

大

事

な

こ

と

、
そ

れ

は

！
チ

ャ

レ

ン

ジ

！
！
！
」

（

ト

ム

、

た

い

焼

き

を

持

ち

上

げ

て

熱

弁

）

ト

ム

「

タ

コ

の

ぷ

り

ぷ

り

食

感

、

韓

国

唐

辛

子

の

ス

パ

イ

シ

ー

な

刺

激

！

噛

む

た

び

に

弾

け

る

ウ

マ

辛

の

波

状

攻

撃

！

！

そ

し

て

モ

チ

モ

チ

の

た

い

焼

き

生

地

と

の

融

合

！

！

こ

ん

な

奇

跡

の

コ

ラ

ボ

、

見

た

こ

と

あ

る

か

！

？

」

（

魚

住

、

震

え

る

手

で

た

い

焼

き

を

掴

む

）



3

魚

住

「

と

、

と

り

あ

え

ず…
…

試

食

、

し

ま

し

ょ

う

か…
…

」

（B
G
M

が

消

え

る

。
緊

張

の

瞬

間

。
魚

住

が

そ

っ

と

か

じ

る

）

魚

住

「

ん…
…

！

？

」

（

目

を

見

開

く

魚

住

。

背

後

で

爆

発

音

。

脳

内

に

ス

パ

イ

シ

ー

な

炎

が

駆

け

巡

る

）

魚

住
「

カ

ー

ッ

！
！
！
辛

っ

っ

！
！
！
で

も…
…

タ

コ

の

ぷ

り

ぷ

り

が…
…

も

ち

も

ち

生

地

と

合

う

！

？

い

や

、

で

も

や

っ

ぱ

辛

い

！

！

！

舌

が

ヒ

リ

ヒ

リ

す

る

う

ぅ

！

！

」

ト

ム

「

す

ば

ら

し

い

！

！

こ

れ

ぞ

ナ

ク

チ

ポ

ッ

ク

ン

た

い

焼

き

の

真

髄

！

！

」

魚

住

「

い

や

、

こ

れ

売

れ

ま

す

か

！

？

め

っ

ち

ゃ

人

選

び

ま

せ

ん

！

？

」

（

ト

ム

、

キ

メ

顔

で

親

指

を

立

て

る

）
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ト

ム

「

フ

ィ

ー

リ

ン

グ

だ

！

売

れ

る

に

決

ま

っ

て

い

る

！

」

魚

住

「

ど

こ

か

ら

そ

の

自

信

湧

い

て

く

る

ん

で

す

か

！

！

」

【

販

売

開

始

】

（

最

初

の

客

、

筋

肉

隆

々

の

ボ

デ

ィ

ビ

ル

ダ

ー

風

の

男

・
ケ

ン

が

登

場

。T

シ

ャ

ツ

の

袖

が

ち

ぎ

れ

ん

ば

か

り

の

腕

で

メ

ニ

ュ

ー

を

指

差

す

）

ケ

ン

「

オ

レ

に

一

つ

く

れ

！

タ

ン

パ

ク

質

は

足

り

て

い

る

が

、

刺

激

が

欲

し

い

！

！

」

（

ト

ム

、

華

麗

な

手

さ

ば

き

で

た

い

焼

き

を

包

装

し

、

ケ

ン

に

渡

す

。

ケ

ン

、

一

口

か

じ

る

）

ケ

ン

「

グ

ォ

ォ

ォ

ォ

！

！

辛

い

！

！

で

も

、

タ

コ

が…
…

弾

け

る…
…

！
！
ウ

マ

イ

ッ

！
！
！
（

筋

肉

ポ

ー

ズ

）

」

（

突

然

、

ケ

ン

の

筋

肉

が

赤

く

光

る

）
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ケ

ン

「

こ

の

辛

さ…
…

筋

肉

が…
…

覚

醒

す

る…
…

！

！

」

（

周

囲

の

客

た

ち

が

ザ

ワ

つ

く

。

「

え

、

な

ん

か

ヤ

バ

く

な

い

？

」

「

辛

さ

で

バ

フ

か

か

っ

て

る…
…

」

）

（

続

い

て

、

若

い

カ

ッ

プ

ル

登

場

）

彼

氏

「S
N
S

で

話

題

に

な

っ

て

た

か

ら

来

た

ん

だ

け

ど…
…

」

彼

女

「

え

、

こ

れ

ガ

チ

で

辛

い

？

そ

れ

と

も

映

え

だ

け

？

」

（

彼

女

が

一

口

）

彼

女

「

ヒ

ャ

ァ

ァ

ァ

ァ

ァ

ァ

ァ

！

！

！

辛

い

け

ど

美

味

し

い

！
！
で

も

辛

い

！
！
！
や

ば

い

！
！
！
」

（

彼

氏

も

挑

戦

す

る

が

、

口

に

入

れ

た

瞬

間

、

涙

目

に

な

り

悶

絶

）
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彼

氏
「

ッ…
…

！
辛

い…
…

！
で

も

ウ

マ

い…
…

！

で

も

辛

い

ィ

ィ

！

！

」

（

店

の

前

に

行

列

が

で

き

る

。

一

方

、S
N
S

で

は…
…

）

【S
N
S

炎

上

！

？

】

（

ス

マ

ホ

の

画

面

が

映

し

出

さ

れ

る

）

ツ

イ

ー

ト

1

「#

ナ

ク

チ

ポ

ッ

ク

ン

た

い

焼

き

ま

じ

や

ば

い

w
w
w

辛

す

ぎ

て

涙

出

た

w
w
w

」

ツ

イ

ー

ト

2

「

食

べ

た

ら

口

か

ら

火

が

出

る

レ

ベ

ル

。

で

も

ク

セ

に

な

る

」

ツ

イ

ー

ト

3

「

ト

ム

の

た

い

焼

き

は

毎

回

攻

め

す

ぎ

」

【

新

た

な

客

層

・
激

辛

挑

戦

勢

登

場

】

（

店

の

前

に

「

激

辛

マ

ス

タ

ー

ズ

」

と

書

か

れ

た

T

シ

ャ

ツ

を

着

た

3

人

組

が

登

場

。

目

つ

き
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は

鋭

く

、

明

ら

か

に

辛

さ

に

耐

性

が

あ

り

そ

う

な

雰

囲

気

。

）

リ

ー

ダ

ー

「…
…

こ

れ

が

話

題

の

ナ

ク

チ

ポ

ッ

ク

ン

た

い

焼

き

か

。

」

メ

ン

バ

ー

A

「

辛

い

も

の

な

ら

俺

た

ち

の

舌

が

ジ

ャ

ッ

ジ

す

る

。

」

メ

ン

バ

ー

B

「

激

辛

チ

ャ

レ

ン

ジ

は

我

々

の

生

き

が

い…
…

！

」

（

ト

ム

、

目

を

輝

か

せ

な

が

ら

た

い

焼

き

を

手

渡

す

。

）

ト

ム

「

ウ

ェ

ル

カ

ム

！

激

辛

マ

ス

タ

ー

ズ

！

！

さ

あ

、

試

し

て

み

て

く

れ

！

！

」

（3

人

、

無

言

で

た

い

焼

き

を

か

じ

る

。

数

秒

の

沈

黙

。

）

リ

ー

ダ

ー

「…
…

ふ

っ

。

」
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（

唐

突

に

汗

が

吹

き

出

す

。

顔

が

真

っ

赤

に

な

り

、

手

が

震

え

る

。

）

メ

ン

バ

ー
A

「

こ…
…

こ

れ

は…
…

！

！

」

メ

ン

バ

ー

B
「

ウ

マ

い

！…
…

が

！

辛

す

ぎ

る

ッ

！

！

」

（

次

の

瞬

間

、3

人

全

員

が

一

斉

に

牛

乳

を

求

め

て

ダ

ッ

シ

ュ

。

）

ト

ム
「H

A
H
A
H
A
H
A

！
！
辛

さ

に

も

ラ

ン

ク

が

あ

る

っ

て

こ

と

さ

！

！

」

（

魚

住

、

呆

れ

顔

。

）

魚

住

「

辛

さ

の

暴

力

で

す

よ

、

も

う…
…

」

【

ク

ラ

イ

マ

ッ

ク

ス

】

（

テ

レ

ビ

番

組

の

取

材

が

入

る

）

リ

ポ

ー

タ

ー

「

こ

ち

ら

が

話

題

の

ナ

ク

チ

ポ

ッ

ク

ン

た

い

焼

き

で

す

！

」
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（

リ

ポ

ー

タ

ー

も

試

食

）

リ

ポ

ー

タ

ー
「

え

っ

！
？

う

わ

ぁ

ぁ

ぁ

！
！
！

こ

れ…
…

う

ま…
…

辛

ァ

ァ

ァ

ァ

ァ

！

！

！

」

（

店

の

前

の

行

列

が

拡

大

。
次

々

と

客

が

並

び

、

た

い

焼

き

が

飛

ぶ

よ

う

に

売

れ

る

）

（

ト

ム

、

店

の

奥

で

新

メ

ニ

ュ

ー

の

試

作

を

始

め

る

。

魚

住

が

恐

る

恐

る

覗

く

）

魚

住

「

ま

さ

か…
…

次

の

メ

ニ

ュ

ー

考

え

て

ま

す

？

」

（

ト

ム

、

満

面

の

笑

み

で

頷

く

）

ト

ム

「

次

は…
…

激

辛

ブ

ル

ダ

ッ

ク

た

い

焼

き

だ

！

！

！

」

魚

住
「

や

め

て

え

え

え

え

え

え

え

！
！
！
！
！
」

【

エ

ピ

ロ

ー

グ

】
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（

閉

店

後

の

『

た

い

焼

き

ト

ム

』

。

そ

こ

へ

、

隣

町

の

た

い

焼

き

屋

の

店

主

が

訪

れ

る

）

隣

町

の

店

主

「

お

い

お

い…
…

噂

を

聞

い

て

来

て

み

た

が…
…

」

（

ナ

ク

チ

ポ

ッ

ク

ン

た

い

焼

き

を

見

て

目

を

剥

く

）

隣

町

の

店

主

「

た

い

焼

き

の

概

念

を

無

視

し

過

ぎ

て

真

似

で

き

な

い

！

！

！

」

（

ト

ム

、

満

面

の

笑

み

で

ウ

イ

ン

ク

）

ト

ム

「

フ

ァ

ニ

ー

た

い

焼

き

に

、

常

識

は

不

要

だ

ぜ

！

！

」

（

魚

住

、

た

め

息

を

つ

き

な

が

ら

も

微

笑

む

）

（B
G
M

と

共

に

、
エ

ン

ド

ク

レ

ジ

ッ

ト

へ—
—

）

【

エ

ピ

ロ

ー

グ

2

】
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（

閉

店

後

の

店

内

。

ト

ム

と

魚

住

が

カ

ウ

ン

タ

ー

に

座

り

、

余

っ

た

ナ

ク

チ

ポ

ッ

ク

ン

た

い

焼

き

を

前

に

す

る

）

ト

ム

「

さ

て

、

今

日

も

よ

く

売

れ

た

な

！

」

魚

住

「

で

す

ね

。

で

も

、

ま

だ

少

し

余

っ

て

ま

す

よ

。

」

ト

ム

「

よ

ー

し

、

食

べ

る

か

！

」

（

ト

ム

が

た

い

焼

き

を

一

口

。

魚

住

も

続

く

。

瞬

間—
—

）

ト

ム

＆

魚

住

「

ガ

ァ

ァ

ァ

ァ

ァ

ァ

！

！

！

辛

っ

っ

っ

っ

！

！

！

！

」

（

ト

ム

、

涙

目

に

な

り

な

が

ら

立

ち

上

が

る

）

ト

ム

「

オ

ー

マ

イ

ガ

ー

ッ

！

！

辛

す

ぎ

る

！

！

ム

リ

ム

リ

ム

リ

！

！

！

逃

げ

る

！

！

」

（

ト

ム

、
裏

口

へ

ダ

ッ

シ

ュ

し

よ

う

と

す

る

が

、

魚

住

が

背

後

か

ら

襟

を

掴

む

）
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魚

住

「

逃

が

し

ま

せ

ん

よ

！

！

自

分

で

作

っ

た

ん

だ

か

ら

最

後

ま

で

責

任

持

っ

て

食

べ

て

く

だ

さ

い

！

！

」

（

ト

ム

、

が

く

が

く

震

え

な

が

ら

た

い

焼

き

を

見

つ

め

る

）

ト

ム

「

ア

イ

ム…
…

フ

ァ

イ

タ

ー…
…

！

！

！

」

（

涙

目

の

ま

ま

、

意

を

決

し

て

た

い

焼

き

を

か

じ

る

ト

ム

。

そ

の

様

子

を

見

な

が

ら

、

魚

住

も

覚

悟

を

決

め

る

）

（

エ

ン

ド

ク

レ

ジ

ッ

ト

へ—
—

）



オ

ー

プ

ニ

ン

グ

（5

～7

分

）




店

の

紹

介

、

ト

ム

と

魚

住

の

登

場



ナ

ク

チ

ポ

ッ

ク

ン

た

い

焼

き

の

発

表



試

食

シ

ー

ン

（

飯

テ

ロ

演

出

）



販

売

開

始

（15

～20

分

）
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最

初

の

客

た

ち

の

リ

ア

ク

シ

ョ

ン

（

筋

肉

男

・

カ

ッ

プ

ル

な

ど

）



客

層

が

広

が

り

、S
N
S

で

話

題

に


S
N
S

炎

上

！

？

（10

～15

分

）




ネ

ッ

ト

上

で

拡

散

、

賛

否

両

論



ま

す

ま

す

人

気

が

出

る


「

激

辛

挑

戦

勢

」
な

ど

新

た

な

客

層

が

登

場



ク

ラ

イ

マ

ッ

ク

ス

（20

～25

分

）




テ

レ

ビ

取

材

が

入

る



店

の

前

に

長

蛇

の

列



リ

ポ

ー

タ

ー

の

悶

絶

＆

爆

笑

リ

ア

ク

シ

ョ

ン



ト

ム

の

次

の

奇

抜

な

ア

イ

デ

ア

が

炸

裂



エ

ピ

ロ

ー

グ

①
（5

分

）




隣

町

の

た

い

焼

き

屋

店

主

が

来

店



14



た

い

焼

き

の

概

念

を

超

え

す

ぎ

て

真

似

で

き

な

い

と

驚

嘆



エ

ピ

ロ

ー

グ

②
（5

分

）




閉

店

後

、

余

っ

た

ナ

ク

チ

ポ

ッ

ク

ン

た

い

焼

き

を

食

べ

る


辛

さ

に

悶

絶

し

、
ト

ム

が

逃

亡

を

試

み

る

が

魚

住

に

引

き

止

め

ら

れ

る


